
科目名 銀行論（Banking）

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数

前期 30 時間

担　当　教　員 【非常勤】　西京銀行行員　（ 【副担当】　准教授　田川 晋也 ）

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

実務家による講義により、金融の仕組み、銀行の役割、銀行実務を理解することを目標とする。

第5学年 経営情報学科 学修 1 単位 選択 講義

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

会社法の制度趣旨につ
いて説明できる。
8割以上

会社法の制度趣旨につ
いて概ね説明できる。
7割以上

会社法の制度趣旨につ
いて大抵説明できる。
6割以上

会社法の制度趣旨につ
いてほぼ説明できない。
6割未満

到達目標
②

会社法の主要な基本用
語について説明できる。
8割以上

会社法の主要な基本用
語について概ね説明でき
る。
7割以上

会社法の主要な基本用
語について大抵説明でき
る。
6割以上

会社法の主要な基本用
語についてほぼ説明でき
ない。
6割未満

到達目標
③

会社法の主要な判例に
ついて説明できる。
8割以上

会社法の主要な判例に
ついて概ね説明できる。
7割以上

会社法の主要な判例に
ついて大抵説明できる。
6割以上

会社法の主要な判例に
ついてほぼ説明できな
い。
6割未満

学習・教育到達目標 （C)② JABEE基準１（２） （d）-（1）

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

総合評価割合 60 40 100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

○

汎用的技能
【論理的思考力】

○

態度・志向性(人間力)
【表現力・グループワーク】

○

総合的な学習経験と
創造的思考力
【課題に取組む力】

○



関　連　科　目　、　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目
経済学Ⅰ・Ⅱ、財務会計論Ⅰ・Ⅱ、経営組織論Ⅰ・Ⅱ、経営財務論Ⅰ・Ⅱ、経営戦略論、国際経営論、人
事管理論

教科書 西京銀行が作成

補助教材等 プリント

学　習　上　の　留　意　点

断欠席をする学生、遅刻する学生、授業中に私語をする学生、人の話を聞く姿勢が良くない学生は、ペナルティを課しま
す。また、各回のレポート提出は、必ず決められた期日までに提出してください。それ以降は、受け付けません。レポートの提
出がない回は、0点と判断します。成績は、レポートの内容と発表会の内容を考慮してつけます。

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

この科目は、経営情報学科の経営・経済系の科目で習った知識が、実際、銀行でどのようなに使われているかを学ぶことに
なる。教科書で習うことと実務との違いを意識して学習してもらいたい。



回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

銀行とは ・シラバスから学習の意義、授業の進め方、評
価方法を理解できる。
・銀行の業務全般について理解ができる。

レポート提出で復習

銀行の営業店経営について ・銀行の支店経営について理解できる。 レポート提出で復習

店舗見学 ・周南支店の新店舗を見学を銀行の支店経営実
務について理解できる。

グループ分け ・銀行論の発表グループの構成。発表までの作業
工程の説明

人事戦略・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ・評価 ・銀行の人事戦略が理解できる。 レポート提出で復習

アジア新興国の現状 ・アジア新興国トピックスと日本企業のアジア
進出支援について理解できる。

レポート提出で復習

発表テーマ決定・グループワーク ・グループ発表会の準備を行う。

皆さんと考える今後の西京銀行 ・企業の経営戦略を立てる際に、現状の分析と
戦略的に思考することができる。

レポート提出で復習

地域密着型金融とは ・地域金融機関が実践する仕掛けと取り組みつ
いて理解できる。

レポート提出で復習

発表の事前練習会 ・グループ発表会の準備を行う。パワーポイント完
成。発表練習。経営情報学科の教員によるチェッ
ク。

発表の事前練習会 ・グループ発表会の準備を行う。パワーポイント完
成。発表練習。最終チェック。

オペﾚｰションセンターの役割 ・銀行全体を統括するマネジメントが理解できる。 レポート提出で復習

オペﾚｰションセンターの見学 ・新オペレーションセンターの見学により社内業務
について理解できる。

総　学　習　時　間　数 45 時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　義 30 時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自学自習 15 時間

総論 ・経営者の視点からの銀行の現在と将来について
理解できる。

レポート提出で復習

授業改善アンケートの実施 ・全体の学習事項のまとめが理解できる。

学生発表会 ・グループ発表会で今後の銀行業界についての説
明などができる。


